
ジャングル大冒険�

　７月30日、中春別の春別川で行われた「第14回春別川クリーンいかだ下�
り」は別海町自然に親しむ会主催で行われ、川と川辺のごみ拾いを行った�
後いかだ下りが始まりました。�
　春別川は樹木が川の上に覆いかぶさり、カーブの連続で転覆するいかだ�
も多く、小さなジャングルのようです。ずぶぬれになりながらも、終わっ�
た後はみんな大満足の笑みで、大自然を体いっぱいで体験しました。�

平成12年�



29

65歳以上の方（第1号被保険者）の�

介護保険料の徴収が、10月からはじまります。�

第2号被保険者（40～64歳）の方は、医療保険（健康保険）料と�
合わせて4月から徴収されています。�

介 護 保 険 料 の ご 案 内 �

（　　　　　　　　　　）�

　今年４月から介護保険制度がスタートし、10月からは凍結されて
いた第１号被保険者（65歳以上の方）の介護保険料の徴収が始まり
ます。「保険料はいくらぐらいなの？」「保険料はどうやって納め
たらいいの？」などの疑問にお答えするため介護保険説明会を開催
します。�
　なお、日時・会場は下記のとおりとなっておりますのでご都合の
良い会場にお越し下さい。�

記�

西春別ふれあいセンター大集会室�

別海町酪農会館�

尾岱沼地域センターきらくる会議室�

9月18日�

9月18日�

9月19日�

14：00～�

19：00～�

15：00～�

日　程� 時　間� 会　　　　　　　場�

※1時間30分程度を予定しております。�

（問い合わせ）  別海町福祉部町民福祉課介護保険係�
（TEL 01537-5-2111  内線 486・487)�

�
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65歳以上の方�

生活保護の受給�

受給している� 受給していない�

課税されていない� 課税されている�

250万円未満� 250万円以上�

あなたの町民税�

あなたの、昨年の年間所得�同じ世帯員で課税されている人�

老齢福祉年金の受給�

いない�

受給している� 受給していない�

いる�

第１段階�
生活保護受給者および
老齢福祉年金受給者で
あって、世帯全員が市
町村民税非課税の方�

（3,100円×0.5）�

第２段階�
世帯全員が市町村民税
非課税の方�

（3,100円×0.75）�

第３段階�
世帯の誰かに市町村民
税が課税されているが、
本人は市町村民税非課
税の方�

（3,100円×1.0）�

第４段階�
本人が市町村民税課税
で、前年の合計所得金
額が250万円未満の方�

（3,100円×1.25）�

第５段階�
本人が市町村民税課税
で、前年の合計所得金
額が250万円以上の方�

（3,100円×1.5）�

月額 1,550円�月額 2,325円�月額 3,100円�月額 3,875円�月額 4,650円�

介 護 保 険 料 の ご 案 内 �

65歳以上の方（第1号被保険者）の介護保険料�

◯別海町でどのくらいの介護サ�
　ービスが必要かなどによって�
　次の基準額が決められました。�
�

◯介護保険料は、上記の基準額をもとに負担が重くなり�
　過ぎないよう、所得によって５段階に調整されます。�

基準額 3,100円（月額）�
（年額37,200円）�

あなたの保険料が�
どの段階になるのか、�
下の表でご確認ください。�

※介護保険料は３年に１度見直しされます。次回見直しは平成15年度分（平成15年４月～）からです。�

第２号被保険者（40歳～64歳）の方�
�

　加入している会社の健康保険や、国民健康保険などの医療保険の保険料とともに一括して納めます。�

その額は、加入している医療保険（健康保険組合・国民健康保険など）によって異なります。�

�
国民健康保険に加入している場合�
　◯保険料は所得や資産などに応じて異なります。�

　◯保険料と同額の国庫負担があります。�

　◯世帯主が世帯員の分も負担します。�

健康保険・共済組合に加入している場合�
　◯保険料は給料に応じて異なります。�

　◯保険料の半分は、事業主が負担します。�

　◯サラリーマンの妻など被扶養者の分は、�
　　各健康保険の被保険者が分担します�
　　（別途に保険料を納める必要はありません）。�
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介 護 保 険 料 の ご 案 内 �

介護保険制度の円滑な実施のための特別対策�

保険料の納め方は？�

介護保険法の施行後半年間は第１号保険料を徴収せず、また、その後の１年間は第１号保険料�

を経過的に２分の１に軽減する措置が講じられました。�

第１号被保険者（65歳以上）については別海町が保険料を徴収いたします。�

介護保険料の納め方は、老齢（退職）年金の受給額によって、特別徴収と普通徴収に分けられ�

ます。�

65歳以上の方の介護保険料は、経過措置により、次のような段階的な方法で�
納めることになりました。�

平成12年度� 平成13年度� 平成14年度�

▲�
平成12年4月�

▲�
10月�

▲�
平成13年4月�

▲�
10月�

▲�
平成14年4月�

▲�
10月�

▲�
平成15年4月�

平成12年4月～9月�

介護保険料は�
納めません。�

平成12年10月～平成13年9月�

本来の介護保険料の半額を�
納めます。�

平成13年10月�

本来の介護保険料の全額を納めます。�

特別徴収　－年金が年額18万円以上の方－�
１年度を６回に分けて、年金から差し引かれます。�
ただし平成12年度は10月から徴収が始まるため、10月が第１回となります。平成13年度以降は、�
４月受け取り分の年金から毎回差し引かれます。�

普通徴収　－年金が年額18万円未満の方－�
国民健康保険料（税）の納期に合わせて別海町から納入通知書を送付しますので、指定の金融機�
関で納めてください。�

（単位：円）�平成12年度� 平成13年度�平成14年度�

各年度の納期・金額は、下記のとおりです。�

保険料�
特別徴収�
普通徴収�
特別徴収�
普通徴収�
特別徴収�
普通徴収�
特別徴収�
普通徴収�
特別徴収�
普通徴収�

10月�
  1,600�
�

  2,300�
�

  3,100�
�

  4,000�
�

  4,700

11月�
�

  4,600�
�

  6,900�
�

  9,300�
�

11,600�
�

13,900

12月�
  1,500�
�

  2,300�
�

  3,100�
�

  3,800�
�

  4,600

1月� 2月�
  1,500�
�

  2,300�
�

  3,100�
�

  3,800�
�

  4,600

3月� 計�

  4,600�
�

  6,900�
�

  9,300�
�

11,600�
�

13,900

区　  分�

第１段階�
�

第２段階�
�

第３段階�
�

第４段階�
�

第５段階�

年　額�

13,900�
�

20,900�
�

27,900�
�

34,800�
�

41,800

年　額�

18,600�
�

27,900�
�

37,200�
�

46,500�
�

55,800
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NEWSまちのできごと�まちのできごと�

七
月
二
十
七
日
、
第
二
十
三
回

別
海
町
高
齢
者
親
睦
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
雨
天
の
た
め
会
場
を
町

民
体
育
館
に
変
更
し
、
町
内
各
地

区
か
ら
九
チ
ー
ム
・
八
百
人
が
参

加
。
こ
の
大
会
は
、
町
内
に
住
む

六
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
に
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
、

健
康
を
維
持
し
、
明
る
く
楽
し
い

生
活
を
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

大
会
は
、
地
域
ご
と
に
九
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
、
十
種
目
を
競
技
。

参
加
者
は
、
楽
し
く
健
康
的
な
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
開
会
に
先
立
ち
、
町
内

に
居
住
す
る
七
十
五
歳
の
方
を
対

象
に
行
わ
れ
た
「
別
海
町
高
齢
者

健
康
コ
ン
ク
ー
ル
」
と
、
八
十
歳

で
自
分
の
歯
が
二
十
本
以
上
あ
る

方
を
対
象
に
行
わ
れ
た
「
別
海
町

８
０
２
０
運
動
」
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

【
別
海
町
高
齢
者
健
康
コ
ン
ク
ー
ル
】

▽
別
海
一
／
根
本
森
治
さ
ん
（
上

春
別
）
▽
凖
別
海
一
／
三
瓶
ヨ
シ

さ
ん
（
西
春
別
）
▽
優
良
／
渡
邊

イ
ネ
さ
ん
（
西
春
別
）
・
上
出
五

郎
さ
ん
（
泉
川
）
・
武
藤
ま
さ
子

さ
ん
（
別
海
）

【
別
海
町
８
０
２
０
運
動
】

小
西
キ
ミ
子
さ
ん
（
上
春
別
）
・

伊
東
知
己
さ
ん
（
西
春
別
）

【
別
海
町
高
齢
者
親
睦
ス
ポ
ー
ツ

大
会
成
績
】

▽
優
勝
／
別
海
Ａ
チ
ー
ム
　
▽
凖

優
勝
／
中
春
別
チ
ー
ム
　
三
位
／

中
西
別
チ
ー
ム

町
内
在
住
で
九
十
歳
に
な
る
方

を
祝
う
「
別
海
町
長
寿
賞
」
を
、

次
の
方
々
が
受
賞
し
、
長
寿
賞
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

千
田
　
美
世
さ
ん

別
海
旭
町
227

明
治
43
年
７
月
24
日
生

佐
野
ミ
ツ
コ
さ
ん

別
海
西
本
町
52

明
治
43
年
７
月
31
日
生

山
崎
　
ツ
ル
さ
ん

別
海
寿
町
65
の
１

明
治
43
年
７
月
29
日
生

老人スポーツ大会
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別
海
町
で
合
宿
し
て
い
る
２
時
間
６
分
57

秒
の
マ
ラ
ソ
ン
日
本
最
高
記
録
保
持
者
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
の
犬
伏
選
手
（
大
塚

製
薬
）
が
八
月
一
日
、
佐
野
町
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

チ
ー
ム
一
行
の
合
宿
は
七
月
二
十
九
日
か

ら
八
月
七
日
ま
で
、
最
終
調
整
に
九
月
一
日

か
ら
十
日
間
の
日
程
で
再
び
来
町
し
ま
す
。

こ
れ
は
昨
年
九
月
、
ベ
ル
リ
ン
大
会
で
日
本

最
高
記
録
を
出
し
た
時
と
同
じ
日
程
と
い
う

こ
と
で
す
。

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
シ
ド
ニ
ー
が
春
と

い
う
こ
と
で
、
花
粉
症
が
少
し
気
に
な
る
が
、

が
ん
ば
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

十
月
一
日
、
別
海
町
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ラ

ソ
ン
が
終
わ
っ
た
夕
刻
、
犬
伏
選
手
は
シ
ド

ニ
ー
で
ス
タ
ー
ト
で
す
。

西
別
川
・
春
別
川
で

い
か
だ
下
り

七
月
三
十
日
、
親
子
の
絆
、
子

ど
も
同
士
の
友
情
を
深
め
、
自
然

の
素
晴
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
お

う
と
、
西
別
川
と
春
別
川
で
い
か

だ
下
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

別
海
地
区
子
ど
も
会
育
成
協
議

会
主
催
の
西
別
川
い
か
だ
下
り
に

は
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
九
艇
が
参

加
。
町
営
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
横
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
約
四
キ
ロ
の
コ

ー
ス
を
探
検
し
ま
し
た
。

序
盤
は
川
幅
が
広
く
余
裕
の
表

情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
が
、
時
間

を
追
う
ご
と
に
川
幅
も
狭
く
な
り

樹
木
に
て
こ
ず
り
な
が
ら
も
、
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

微
笑
会
が
萬
霊
供
養

町
内
に
居
住
す
る
僧
侶
の
親
睦

組
織
の
微
笑
会
（
会
長
加
藤
泰
行

さ
ん
会
員
十
二
名
）
は
、
八
月
十

九
日（
土
）、
別
海
斎
場
敷
地
内
に

あ
る
供
養
塔
の
萬
霊
供
養
を
行
い

ま
し
た
。

微
笑
会
は
、
今
年
で
結
成
二
十

周
年
と
な
り
ま
す
が
、
毎
年
、
年

二
回
、
自
発
的
に
供
養
奉
仕
を
実

践
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
か
ら
、
別
海
町
内

の
三
霊
園
と
二
十
四
墓
地
で
不
用

と
な
っ
た
塔
婆
の
焼
却
の
た
め
の

魂
抜
き
を
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。

戦
没
者
追
悼
式

五
十
五
回
目
の
終
戦
記
念
日
を

迎
え
た
八
月
十
五
日
、
中
央
公
民

館
で
別
海
町
戦
没
者
追
悼
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
遺
族
や
関
係
者
約

二
百
人
が
参
列
し
、
佐
野
町
長
が

戦
没
者
へ
の
追
悼
の
辞
を
述
べ
、

正
午
の
時
報
と
と
も
に
一
分
間
の

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
列
者
は
次
々
と
献

花
し
、
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
平

和
の
尊
さ
を
あ
ら
た
め
て
か
み
し

め
ま
し
た
。

犬伏
いぬぶし

選手オリンピックへ向け、別海で調整
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医
療
の
現
場
を
体
験

七
月
二
十
五
日
、
医
療
の
仕
事

に
関
心
を
持
つ
別
海
高
校
生
十
一

人
が
、
町
立
別
海
病
院
等
で
一
日

看
護
を
体
験
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
北
海
道
看
護
協

会
が
行
っ
て
い
る
活
動
で
、
今
年

で
十
一
回
目
。
日
頃
の
看
護
職
の

仕
事
を
見
学
・
体
験
し
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。今

年
も
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保

健
施
設
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
病
院

を
訪
問
し
、
車
椅
子
の
介
助
や
食

事
配
膳
、
患
者
の
体
を
ふ
く
な
ど

し
て
医
療
の
現
場
を
体
験
し
ま
し

た
。

ニ
シ
ン
の
稚
魚
放
流
式

七
月
二
十
八
日
、
走
古
丹
漁
港

で
ニ
シ
ン
の
稚
魚
の
放
流
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

風
蓮
湖
産
ニ
シ
ン
の
資
源
増
を

目
指
し
て
、
管
内
ニ
シ
ン
種
苗
生

産
運
営
委
員
会
（
管
内
八
漁
協
）

が
今
年
四
月
に
ニ
シ
ン
種
苗
セ
ン

タ
ー
で
採
卵
し
、
同
セ
ン
タ
ー
で

飼
育
さ
れ
て
い
た
稚
魚
（
体
長
七

セ
ン
チ
）
を
風
蓮
湖
内
に
一
万
二

千
匹
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

稚
魚
は
漁
体
を
光
ら
せ
元
気
よ

く
泳
い
で
い
き
ま
し
た
。
同
委
員

会
で
は
、
風
蓮
湖
や
野
付
湾
に
合

わ
せ
て
約
百
万
匹
を
放
流
し
ま
し

た
。

八
月
九
日
、
別
海
町
主
催
で
尾
岱

沼
の
青
少
年
旅
行
村
で
、
十
一
日
に

別
海
市
街
の
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場

で
そ
れ
ぞ
れ
「
べ
つ
か
い
キ
ャ
ン
プ

ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
今
年
初
め
て
開
か

れ
、
町
内
外
か
ら
キ
ャ
ン
プ
に
訪
れ

る
人
に
少
し
で
も
楽
し
ん
で
欲
し
い

と
い
う
目
的
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
旅
行
村
で
は
、
サ
ケ
の
仕

掛
を
付
け
、
海
に
向
か
っ
て
よ
り
遠

く
に
飛
ば
す
投
げ
釣
り
コ
ン
テ
ス
ト

が
開
か
れ
、
札
幌
か
ら
来
た
子
ど
も

達
は
初
め
て
の
子
が
多
く
、
テ
グ
ス

を
押
さ
え
て
い
る
手
を
早
く
離
し
す

ぎ
て
飛
ば
せ
な
い
子
ど
も
も
数
多
く

い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、
ふ

れ
あ
い
の
森

を
使
っ
て
ス

タ
ン
プ
ラ
リ

ー
な
ど
が
行

わ
れ
、
別
海

町
の
思
い
出

を
少
し
ふ
く

ら
ま
せ
、
き

れ
い
な
夜
空

を
見
な
が
ら

眠
り
に
つ
き

ま
し
た
。

青少年旅行村とふれあいキャンプ場で
べつかいキャンプまつり

故
郷
ふ
る
さ
と

ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
タ
2000

八
月
六
日
、
町
内
の
農
業
・
漁

業
・
商
業
と
い
っ
た
異
業
種
の
青

年
た
ち
が
故
郷
を
見
つ
め
直
し
、

交
流
を
深
め
よ
う
と
交
流
館
ぷ
ら

と
横
の
多
目
的
広
場
で
故
郷

ふ
る
さ
と

ふ
れ

愛
フ
ェ
ス
タ
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
太
鼓
、
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
洗

濯
機
や
大
型
テ
レ
ビ
等
が
当
た
る

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
歌
謡
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
、
も
の
ま
ね

タ
レ
ン
ト
の
コ
ー
ジ
ー
冨
田
が
タ

モ
リ
や
松
山
千
春
な
ど
の
も
の
ま

ね
を
し
て
、
会
場
か
ら
歓
声
が
飛

び
交
い
ま
し
た
。
夜
に
は
商
工
会

に
よ
る
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
が
行
わ

れ
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
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※8月3日　町民保健センターで撮影　（　）内は保護者名�

６ヵ月健診－�

8

９月診療案内�
町立別海病院�

問い合わせ�
町立別海病院総務係  1５ー2311（内線201）�

9

伊藤　友聖くん�
（勝太）�

大村　彩華ちゃん�
（忠憲）�

あや  か�ゆうせい�

宮本　大毅くん�
（栄一）�

川上　大地くん�
（悟）�

だい  ち�ひろ  き�

前田　桃果ちゃん�
（和彦）�

もも  か�

けん  と� か　の�

鈴木　健仁くん�
（朝雄）�

松木　憂樹くん�
（吉孝）�

大森　佳乃ちゃん�
（克彦）�

ゆう  き�

　　　　　小児神経外来�

９月８日f�

　　　担当医師　札幌医大　舘　延忠助教授�

�

　　　　　耳 鼻 咽 喉 科�

９月11日b～９月12日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　坪田　　大医師�

９月25日b～９月26日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　上村　正見医師�

�

　　　　　皮　　膚　　科�

９月７日e～９月８日f午前�

　　　担当医師　札幌医大　近藤　靖児医師�

９月21日e～９月22日f午前         �

　　　担当医師　札幌医大　南辻　泰志医師�

�

　　　　　外科・整形外科�

　外科診療は毎日、午前のみ診療しています。�

整形外科診療は毎日、午後のみ診療していま�

す。薬は、診療時だけしか処方せんが出ませ�

んので注意願います。�

　※休診について�

　　整形外科診療を９月13日d・14日eの�

　　２日間休診いたします。�

�

　　　 携帯電話の使用について�

　携帯電話は、病院内の医用電気機器に影響�

を及ぼす場合がありますので、病院内では電�

源を切ってください。�



－１歳６

10月の保健業務予定�

9 9

り　な�

伊藤　理奈ちゃん�
（一男）�

長尾ほのかちゃん�
（克彦）�

ゆう  や� ゆう  き�

濱松　勇也くん�
（直也）�

福本　悠樹くん�
（英樹）�

中林　尚香ちゃん�
（正実）�

高田　侑奈ちゃん�
（嘉秋）�

ゆう  な�なお  か�

かい  と�

大野　海都くん�
（一也）�

金川　野明ちゃん�
（誠）�

の　あ�

問い合わせ／町民保健センター（15-0359）�

日�曜日� 予定内容� 場　　所� 時　　間�

2�

3�

〃�

4�

5�

6�

〃�

10�

11�

12�

13�

17�

18�

19�

24�

26�

27�

〃�

30�

31

月�

火�

〃�

水�

木�

金�

〃�

火�

水�

木�

金�

火�

水�

木�

火�

木�

金�

〃�

月�

火�

10：00～14：30�

10：00～11：30�

13：00～15：00�

10：00～11：30�

12：30～13：00�

10：00～14：00�

11：00～14：00�

13：00～15：00�
16：00～17：00�

11：00～14：00�

12：30～13：00�

11：00～14：00�

12：30～13：00�

10：00～11：30�

10：30～12：00�

11：00～12：30�

12：30～13：00�

11：00～14：00�

11：00～14：00�

10：00～11：30�
13：00～15：00�

９：30～11：30�
13：00～15：30

町民保健センター�

西春別ふれあいセンター�

母子健康センター�

東 公 民 館 �

町 立 別 海 病 院�

町民保健センター�

団 地 セ ン タ ー�

母子健康センター�

西 公 民 館�

町民保健センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

母子健康センター�

母子健康センター�

町 立 別 海 病 院�

本別海地域センター�

上春別地域センター�

西春別ふれあいセンター�

町民保健センター�

乳 幼 児 相 談�

乳 幼 児 相 談�

母 親 教 室�

乳 幼 児 相 談�

４ ヵ 月 健 診�

別 海 市 街 地 区�
食生活改善講座�

中 春 別 地 区�
食生活改善講座�

母 親 教 室 �

西 春 別 地 区�
食生活改善講座�

３ 才 児 健 診 �

別 海 農 協 地 区�
食生活改善講座�

１ 才 半 健 診 �

1才3ヵ月歯磨き教室�

母 親 教 室 �

母 親 教 室 �

４ ヵ 月 健 診�

本 別 海 地 区�
食生活改善講座�

上 春 別 地 区�
食生活改善講座�

フ ッ 素 塗 布 �

フ ッ 素 塗 布 �
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青少年相互の交歓21世紀を担う青少年の相次ぐ交流

◯秋田県の中学生来町
ホームステイで酪農体験
秋田県八森町の中学生５人が７月25日から28日までの４日間

別海町を訪れ、上春別・中春別の酪農家にホームステイをし酪
農体験学習を行いました。
八森町は当町に大変縁の深い町で、別海町の歴史を解く貴重

な資料である加賀家文書を有する町で、今年７月にオープンし
た加賀家文書館は、この古文書の寄託を受け展示公開しています。
この縁で両町は、青少年の交流などを通して親交を深め、平

成６年から中学生の訪問が始まり、今年７回目の来町となります。
当町での３泊４日の滞在中２泊をホームステイをして各家庭の中学生と一緒に、牛舎の清掃や搾乳と初

めて経験する牛の世話に戸惑いながらも貴重な体験をして帰郷しました。

◯「少年少女ふれあいの翼」塩江町派遣
塩江町中学生と交流
友好都市交流事業の一環として、昨年から始めた塩江町と別海町の中学生による相互訪問事業、今回第

１回目の塩江訪問団として、別海町内の中学校10校から各１名の中学生10人が７月27日から30日までの日
程で香川県塩江町及び広島市を訪問しました。塩江中学校訪問では、出迎えてくれた塩江中学生の案内で
学校施設の見学をする他、１泊２日の日程でキャンプやうどん作り体験、瀬戸大橋見学など行動を共にし

て交流を深めました。
初めて体験するうどん作りでは、作ったうどんが自分達の昼

食になるとあって暑さも忘れ、みんな真剣にチャレンジ、出来
上がったうどんは２倍３倍と太くなったものの、作りたてのう
どんは大変おいしく「こんなにうどんを食べたのは初めて」と
残すことなくたいらげました。
帰りの駅では、一人ひとりに手渡されたかぶと虫を手に来年

は別海町で会おうと再会を約束し、連日30度を超える四国の夏、
心身共に暑いあつい夏休みとなりました。

◯「枚方市少年少女ふれあいの翼」来町
別海町中学生と交流
友好都市大阪府枚方市の中学生15名が、７月31日から８月４日までの４泊５日の日程で来町し別海町の

中学生と交流しました。
昭和62年に友好都市提携を結んだ枚方市とは平成５年から毎年夏休みに中学生が交互に訪問し、体験学

習などを通して交流を図っており、枚方市からの訪問は今年で４回目となります。
中学生同士の交流には別海町内の中学生18名が参加し、キャ

ンプやスポーツ交流、酪農研修牧場視察、バター作り体験など
を通じて交流を深めました。
酪農研修牧場では、初めて触る牛に大喜び、またバター作り

では、作ったバターを家族へのお土産にとみんな一生懸命に作
っていました。
一行は５日間の滞在で、別海町の産業や自然に触れるととも

に、たくさんの友達と思い出をつくり帰郷しました。
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伝言板�伝言板�お知らせ�お知らせ�
別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326　上春別出張所  5-6011�
�

別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326　上春別出張所  5-6011�
�

普
通
救
命
講
習
会
の
開
催

心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法
を
お
ぼ
え
て
、

あ
な
た
の
家
族
、
知
人
の
命
を
救
い
ま

せ
ん
か
。

◯
日
時
・
場
所

¡
九
月
九
日
（
土
）
別
海
消
防
団
第
一

分
団
詰
所
（
別
海
宮
舞
町
）

¡
九
月
十
九
日
（
火
）
西
春
別
支
署
二

階
会
議
室
（
西
春
別
駅
前
寿
町
）

¡
九
月
二
十
九
日
（
金
）
別
海
消
防
団

第
三
分
団
詰
所
（
尾
岱
沼
潮
見
町
）

い
ず
れ
も
午
後
一
時
か
ら
四
時

◯
対
象
者
／
十
八
歳
以
上

◯
受
講
定
員
／
各
会
場
二
十
五
名

◯
当
日
の
持
参
品
／
筆
記
用
具
、
印
鑑

◯
服
装
／
ジ
ャ
ー
ジ
又
は
ズ
ボ
ン

問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

¡
別
海
消
防
署
（
1
５
―
２
１
６
１
）

¡
西
春
別
支
署
（
1
７
―
２
１
６
１
）

¡
尾
岱
沼
分
遣
所
（
1
０
１
５
３
８
―

６
―
２
４
５
９
）

平
成
十
二
年
度
危
険
物
取
扱
者

試
験
準
備
講
習
会

危
険
物
取
扱
者
試
験
が
十
月
二
十
二

日
に
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
根
室
北
部
危

険
物
安
全
協
会
で
は
、
受
験
希
望
者
に

対
し
準
備
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

◯
種
別
／
乙
種
四
類
（
丙
種
受
験
者
で

も
受
講
可
）

◯
日
程
／
十
月
三
・
四
日
の
二
日
間

◯
場
所
／
根
室
北
部
消
防
事
務
組
合

中
標
津
消
防
署
講
堂

◯
申
込
締
切
／
九
月
二
十
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
　
（
1
２
―
９
１
４
４
）

別
海
消
防
署
（
1
５
―
２
１
６
１
）

根
室
管
内
全
域
で

防
災
訓
練
実
施

九
月
十
九
日
（
火
）
に
根
室
地
域
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
訓
練
は
防
災
関
係
機
関
の
連
携

強
化
、
地
震
発
生
時
の
初
動
体
制
の
確

立
、
自
主
防
災
意
識
の
向
上
等
を
目
的

に
実
施
し
ま
す
。

自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
根

室
市
か
ら
中
標
津
町
ま
で
の
負
傷
者
搬

送
訓
練
、
自
衛
隊
の
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
っ

て
給
水
用
資
機
材
や
毛
布
を
走
古
丹
防

災
セ
ン
タ
ー
ま
で
輸
送
す
る
訓
練
等
を

行
う
予
定
で
す
。

◯
日
時
／
九
月
十
九
日
（
火
）
八
時
四

十
分
か
ら
十
三
時
四
十
五
分

問
い
合
わ
せ
／
根
室
支
庁
地
域
政
策
課

1
（
０
１
５
３
２
―
３
―
６
１
３
１
）

至計根別�
至中春別�

至中標津�

上春別市街�

至西春別�

至釧路�

国道272
折
返
し
点�

中西別市街�

一
般
道
々
中
西
別
計
根
別
線�

国道243

町道上西別幹線�

スタート・ゴール�
別海町営陸上競技場�

町道根室中部３号主要幹線� 至根室�

至中標津�

役場�
●�

主
要
道
々�

  

別
海
厚
岸
線
　�

交通規制実施にともなうお願い�
１、交通規制時間帯　10：00～14：00まで（4時間）�
２、別海→西春別間�
　別海市街地からの車は町道上西別幹線より町道根室中部31号幹線経由�
　一般道々中西別計根別線のう回路をご利用願います。�
３、西春別→別海間は片側通行（一方通行）です。�
４、厚床から西春別方面への車は町道根室中部３号主要幹線より主要道々�
　別海厚岸線を経由して町道上西別幹線のう回路をご利用願います。�
５、警察官、交通指導員の指示に従ってください。�
　　　　は、う回路　　　　は、マラソンコース�

第22回別海町パイロットマ ラ ソ ン�
第15回別海町パイロット健康マラソン�大会�10月1日（日）�

交通規制のお願い�10時00分～14時00分まで�
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別
海
町
高
齢
者
等
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
設
置
の
お
知
ら
せ

別
海
町
で
は
、
高
齢
者
等
の
日
常
生

活
の
安
全
の
確
保
と
精
神
的
な
不
安
を

解
消
し
、
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
家
庭
用
緊
急
通
報
電
話

機
の
貸
与
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
設
置
分
の

希
望
者
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
の

で
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
申
込
み
下

さ
い
。

◯
対
象
世
帯

六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
夫
婦

世
帯
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
重
度
身
体
障

害
者

◯
申
込
み
締
切
／
平
成
十
二
年
九
月
三

十
日
（
土
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
／
社
会
福
祉
係

（
内
線
２
８
５
）
又
は
、
各
支
所
、
出
張

所
、
各
地
区
担
当
民
生
委
員
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

「
札
幌
・
別
海
ふ
る
さ
と
会
」

交
流
ツ
ア
ー
参
加
募
集

札
幌
市
内
と
そ
の
近
郊
に
は
、
二
百

二
十
名
の
「
札
幌
・
別
海
ふ
る
さ
と
会
」

の
会
員
が
い
ま
す
。
会
員
の
方
々
と
交

流
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

◯
日
時
／
十
月
下
旬
予
定

◯
交
通
機
関
／
貸
し
切
り
バ
ス
利
用
　

（
た
だ
し
二
十
名
以
上
の
場
合
）

◯
費
用
／
約
二
万
七
千
円
程
度

詳
細
・
問
い
合
わ
せ
／
商
工
観
光
課

（
内
線
４
７
０
〜
４
７
３
）

無
料
で
入
浴
で
き
ま
す

北
海
道
公
衆
浴
場
業
環
境
衛
生
同
業

組
合
で
は
、
公
衆
浴
場
を
高
齢
者
及
び

十
二
歳
未
満
の
方
々
に
無
料
で
開
放
す

る
事
業
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で

ご
利
用
下
さ
い
。

○
実
施
期
間
／
九
月
十
四
日
（
木
）
〜

十
六
日
（
土
）
三
日
間

○
対
象
者
／
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢

者
・
十
二
歳
未
満
の
子
ど
も

○
対
象
施
設
／
「
清
乃
湯
」
別
海
西
本

町
８
９
・
「
野
付
温
泉
浜
の
湯
」
尾
岱

沼
港
町
１
２
０

○
利
用
方
法
／
・
対
象
者
が
受
付
（
番

台
）
に
申
し
出
る
。
高
齢
者
が
介
添
え

を
要
す
る
場
合
は
介
添
者
も
無
料
・
実

施
期
間
内
は
、
何
回
利
用
し
て
も
よ
い

詳
細
・
問
い
合
わ
せ
／
町
民
生
活
係

（
内
線
２
９
５
）

第
　
回
西
別
川�

あ
き
あ
じ
ま
つ
り�

40

9/
（土）�16 （日）�17

　２日間、農村広場で開催されます。多彩なア�
トラクションをご家族でお楽しみ下さい。�

第
　
回
西
別
川�

あ
き
あ
じ
ま
つ
り�

40

10/9（祝）�【雨天決行】�

場所／本別海（西別川河口）別海漁協前特設会場�

主なイベント�
　さけの即売・さけのつかみどり・あさりすくい�
　歌謡ショー�

※当日は臨時バスを運行しますのでご利用ください。�

　　　　問い合わせ／観光係（内線473）�
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簡
易
生
命
保
険積立

金
融
資
施
設

町
で
は
、
皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る

簡
易
保
険
の
積
立
金
を
事
業
費
の
一
部

と
し
て
借
り
入
れ
し
、
次
の
よ
う
な
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

文
教
施
設
整
備
事
業
と
し
て
中
西
別

中
学
校
校
舎
防
音
改
築
事
業
が
完
成
し

ま
し
た
。

公
営
住
宅
建
設
事
業
は
、
イ
ー
ス
ト

タ
ウ
ン
寿
団
地
、
尾
岱
沼
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
、
別
海
寿
団
地
の
建
設
事
業
の

一
部
に
資
金
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
除
雪
機
械
の
購
入
費
と
役

場
庁
舎
建
設
費
に
も
資
金
が
充
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い

る
簡
易
保
険
は
、
私
た
ち
別
海
町
の
住

み
よ
い
街
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
し
て

お
り
ま
す
。

建
築
に
関
す
る
相
談

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
開
催
に
つ
い
て

平
成
十
二
年
度
建
築
士
事
務
所
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
事
業
と
し
て
、
建
築
相
談
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

気
軽
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

○
日
時
／
十
月
一
日
（
日
）
午
前
十
時

〜
午
後
三
時
ま
で

○
場
所
／
中
標
津
経
済
セ
ン
タ
ー
（
な

か
ま
っ
ぷ
）
研
修
室

問
い
合
わ
せ
／
北
海
道
建
築
士
事
務
所

協
会
　
根
室
支
部
事
務
局
　
第
一
宅
建

設
計
（
株
）
内
　
（
1
３
―
３
７
０
２
）

「
障
害
者

自
立
へ
人
の
和

雇
用
の
輪
」

九
月
は
障
害
者
雇
用
促
進
月
間

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
毎
年
九
月
を

「
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
」と
定
め
、
障

害
者
の
雇
用
の
促
進
に
努
め
て
お
り
ま

す
。障

害
者
の
雇
用
の
促
進
と
職
業
の
安

定
の
た
め
に
は
地
域
の
皆
さ
ん
や
事
業

主
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠

で
す
。
障
害
者
が
そ
の
適
正
と
能
力
を

活
か
し
た
職
業
生
活
が
送
れ
ま
す
よ
う
、

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
は
、
仕
事

を
探
し
て
い
る
多
く
の
障
害
者
が
登
録

さ
れ
、
就
職
の
機
会
を
待
っ
て
お
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
・
相
談

¡

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
根
室
公
共
職
業
安
定

所
（
1
０
１
５
３
２
―
３
―
２
１
６
１
）

¡

中
標
津
分
室
　
（
1
２
―
２
５
４
４
）

石
油
・
天
然
ガ
ス

基
礎
調
査
の
お
知
ら
せ

平
成
十
二
年
度
、
通
商
産
業
省
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
か
ら
委
託
を
受
け
た
石

油
公
団
は
釧
路
市
、
厚
岸
郡
、
阿
寒
郡
、

川
上
郡
、
野
付
郡
別
海
町
に
ま
た
が
る

地
域
で
国
内
石
油
・
天
然
ガ
ス
基
礎
調

査
を
実
地
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

別
海
地
区
は
昭
和
五
十
九
年
に
も
一

度
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
た
め

の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
は
、
前
回
の
調
査
よ
り

高
精
度
の
探
査
機
器
を
使
い
地
下
数
千

メ
ー
ト
ル
ま
で
の
精
密
な
地
殻
構
造
を

調
べ
石
油
や
天
然
ガ
ス
の
埋
蔵
の
可
能

性
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

こ
の
調
査
は
、
別
海
地
区
で
は
平
成

十
二
年
九
月
初
旬
か
ら
十
月
末
頃
ま
で

の
予
定
で
、
町
道
や
国
道
を
中
心
に
行

わ
れ
ま
す
。（
一
部
の
民
有
地
で
も
実
施

予
定
で
す
）

ま
ず
測
量
作
業
が
始
ま
り
調
査
機
器

の
設
置
場
所
や
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
ー
車

（
写
真
）の
測
定
場
所
を
決
め
た
後
に
、

四
台
の
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
ー
車
人
工
振
動

に
よ
る
（
地
震
探
査
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
）
地
殻
構
造
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

各
測
定
場
所
に
は
約
一
週
間
か
ら
十
日

間
の
間
、
調
査
機
器
が
設
置
さ
れ
ま
す

が
、
調
査
終
了
後
は
全
て
の
機
器
類
が

撤
収
さ
れ
元
の
状
態
に
も
ど
さ
れ
ま
す
。

調
査
は
以
下
の
順
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

①
道
路
の
路
肩
等
の
調
査
場
所
に
木
杭

ま
た
は
ペ
イ
ン
ト
で
測
定
点
を
表
示
し
、

測
量
す
る
。
②
受
振
器
と
デ
ー
タ
伝
送

装
置
を
測
定
点
に
設
置
す
る
。

③
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
ー
車
に
よ
る
地
震
探

査
を
行
う
。
④
観
測
終
了
後
、
観
測
機

器
（
受
振
器
と
デ
ー
タ
伝
送
装
置
）
を

撤
収
す
る
。

関
係
地
区
の
皆
様
に
は
多
少
の
不
便

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
株
）地
球
科
学
総
合
研
究
所

（
1
０
３
―
５
９
７
８
―
８
０
２
６
）

中西別中学校校舎

バイブレーター車
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おめでた・おくやみ�
（７月１日から７月31日届出分まで）�

　　　　　　　　お誕生おめでとう�

　　　　　　　　　　　 （保護者）�

　u長谷部啓伍ちゃん（男）　正　（西　春　別）�

　u　井　りおちゃん（女）清　和（別　　　海）�

　u林　　拓己ちゃん（男）　誠　（西春別駅前）�

　u目黒　緋奈ちゃん（女）雅　明（中　春　別）�

　u佐久間七海ちゃん（女）　忠　（大　　　成）�

　u伊藤優美花ちゃん（女）秀　則（本　別　海）�

　u魚谷　和毅ちゃん（男）文　昭（別　　　海）�

　u山中　　涼ちゃん（男）　司　（別　　　海）�

　u森重　　航ちゃん（男）　誠　（上　風　連）�

　u藤本　楓可ちゃん（女）　涼　（西春別駅前）�

　u森川　文音ちゃん（女）一　郎（別　　　海）�

　　　　　　　　ご結婚おめでとう�

　u鈴木　匡史・板倉　るりさん　（別　　　海）�

　u篠田　勝佳・西村かおるさん　（中　春　別）�

　u蛭田　　健・堀井みゆきさん　（別　　　海）�

　u富崎　護夫・内藤　早苗さん　（尾　岱　沼）�

　u鈴木　厚作・奥山ヨシ子さん　（別　　　海）�

　u北　　伸治・成田　公恵さん　（別　　　海）�

　　　　　　　　お悔やみ申し上げます�

　s小原　　強さん　（２７歳）　（別　　　海）�

　s苫米地春朗さん　（６３歳）　（上　春　別）�

　s田端たつ子さん　（８４歳）　（別　　　海）�

　s中　　竹市さん　（９２歳）　（別　　　海）�

　s村上　　宏さん　（４２歳）　（別　　　海）�

　s臼木　力　さん　（８４歳）　（別　　　海）�

　s入田　　智さん　（６２歳）　（西　春　別）�

　s和田　利仲さん　（９５歳）　（西春別駅前）�

　s加藤　偵男さん　（８５歳）　（西　春　別）�

　s吉田　一雄さん　（７３歳）　（上　春　別）�

　s井上　勘　さん　（７１歳）　（奥　　　行）�

　s十河千代子さん　（８７歳）　（中　西　別）�

�

郵
便
局
の
ミ
ニ
レ
タ
ー

産
業
祭
臨
時
郵
便
局
開
設
に
つ
い
て

別
海
町
産
業
祭
が
九
月
十
六
日（
土
）、

十
七
日
（
日
）
の
両
日
開
催
さ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
に
併
せ
別
海
郵
便
局
で
は
産

業
祭
特
設
会
場
に
お
い
て
臨
時
郵
便
局

を
開
設
し
ま
す
。

臨
時
郵
便
局
で
は
、
地
場
特
産
品
ゆ

う
パ
ッ
ク
の
引
き
受
け
、
切
手
・
葉
書
・

ふ
み
カ
ー
ド
等
の
販
売
を
致
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
の
ゆ
う
パ
ッ
ク
ご
利
用

予
定
の
お
客
様
に
は
ラ
ベ
ル
書
き
の
手

間
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
の
差
出

人
住
所
・
氏
名
の
印
字
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
あ
ら

か
じ
め
別
海
郵
便
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

敬
老
の
日
に
レ
タ
ッ
ク
ス
を
Y

レ
タ
ッ
ク
ス
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利

用
し
た
郵
便
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
直
筆
の

文
字
、
イ
ラ
ス
ト
や
寄
せ
書
き
等
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
そ
の
ま
ま
ス
ピ
ー
デ
ィ
に

送
れ
ま
す
。

九
月
十
五
日
（
金
）
は
敬
老
の
日
で

す
。
な
か
な
か
言
え
な
い
感
謝
の
気
持

ち
や
お
祝
い
の
言
葉
を
レ
タ
ッ
ク
ス
で

送
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

レ
タ
ッ
ク
ス
の
料
金
は
一
枚
五
百
八
十

円
（
あ
て
先
が
同
一
の
場
合
、
二
枚
目

か
ら
は
二
百
円
）
配
達
の
三
日
前
ま
で

お
出
し
に
な
ら
れ
た
場
合
は
四
百
七
十

円
で
す
。
ま
た
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
併
せ

て
、
お
花
や
お
金
の
送
れ
る
付
加
価
値

レ
タ
ッ
ク
ス
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

郵
便
局
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

自
賠
責
保
険（
共
済
）の
期
限
は
　
　

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

自
賠
責
保
険
（
共
済
）
は
、
万
一
の

交
通
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償

を
目
的
と
し
て
、
バ
イ
ク
・
原
付
自
転

車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
保
険
で
す
。

車
検
制
度
の
な
い
バ
イ
ク
・
原
付
自

転
車
は
、
特
に
期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ

に
ご
注
意
を
Y

問
い
合
わ
せ
／
運
輸
省
北
海
道
運
輸
局

釧
路
陸
運
支
局
輸
送
課

（
1
０
１
５
４
―
５
１
―
２
５
２
１
）

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
か
ら
だ

労
災
年
金
福
祉
協
会
で
は
、
社
会
的

に
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
「
過
労
死
」、

「
精
神
障
害
等
の
労
災
認
定
」に
つ
い
て

毎
月
第
二
月
曜
日
を
「
仕
事
と
健
康
を

考
え
る
日
」
と
し
て
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
電
話
で
も

結
構
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

札
幌
労
災
年
金
相
談
所

（
1
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
―
６

０
３
―
１
１
４
）

自
衛
官
を
募
集

○
募
集
種
目
／
防
衛
大
学
学
生
・
看
護

学
生

○
応
募
資
格
／
十
八
歳
〜
二
十
一
歳

（
防
衛
大
）・
十
八
歳
〜
二
十
二
歳（
看
護

学
生
）

○
身
分
／
特
別
国
家
公
務
員

問
い
合
わ
せ
／
中
標
津
募
集
事
務
所

（
1
２
―
０
１
２
０
）
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◆
夏
の
終
わ
り
を
感
じ
る
よ
う
な
風
が

ふ
き
は
じ
め
、
今
年
も
秋
サ
ケ
漁
が
始

ま
り
、
日
一
日
と
秋
を
感
じ
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
▽
九
月
中
旬
か
ら
始
ま

る
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
柔

道
、
マ
ラ
ソ
ン
、
水
泳
な
ど
各
競
技
で

の
メ
ダ
ル
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

個
で
も
多
く
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
で
き
る

よ
う
に
皆
さ
ん
で
応
援
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
本
選
手
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。
▽
今

年
は
五
年
に
一
度
行
わ
れ
る
国
勢
調
査

の
年
で
す
。
別
海
町
は
百
五
十
五
名
の

調
査
員
さ
ん
に
よ
り
、
各
世
帯
を
訪
問

し
て
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
何
卒

皆
様
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
Ｋ
）

◆
小
さ
い
頃
、
船
の
船
外
機
の
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
を
も
ら
い
、
海
の
浅
瀬
で
遊

ん
で
い
た
時
や
、
川
に
落
ち
水
分
を
含

ん
だ
自
分
が
こ
ん
な
に
重
い
の
か
と
、

岸
に
上
が
れ
ず
に
い
た
時
の
こ
と
が
頭

の
中
を
す
り
抜
け
た
。
道
内
で
ラ
フ
テ

ィ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
流
行
っ
て

い
る
。
ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
六
・
七
人
が
乗

り
、
川
を
下
る
と
い
う
も
の
で
、
別
海

町
で
も
川
下
り
が
行
わ
れ
、
大
人
も
す

べ
て
の
「
な
ぜ
」
に
い
つ
で
も
答
え
を

求
め
て
い
た
あ
の
頃
に
戻
り
、
川
に
落

ち
な
が
ら
も
と
て
も
陽
気
に
、
そ
し
て

は
し
ゃ
い
で
い
た
よ
う
に
思
え
た
。
な

ぜ
か
年
を
と
る
に
つ
れ
て
は
し
ゃ
ぎ
た

く
な
る
。
そ
れ
は
未
だ
子
供
な
の
か
。

そ
れ
と
も
そ
う
い
う
も
の
な
の
か
。
い

ず
れ
に
し
ろ
、
楽
し
い
時
は
存
分
の
笑

み
で
時
を
過
ご
し
た
い
。

（
た
く
）

◆
「
広
報
べ
つ
か
い
」
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
別
海
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ア
ド
レ
ス
は
十
六

ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
ま
す
。

国�民�年�金�Q & A

ス
ピ
ー

ド

ダ
ウ
ン

シ

ー

ト
ベル
ト

反 射 材�
光るあなたの心がけ�

別海町の交通事故発生状況�
発生32件、死者３名、傷者48名�

前年同期比   （＋７）　　　  （＋１）　    　（＋11）　　 　�

（平成12年１月１日～８月28日）�

「毎月15日は、道民交通安全の日です」�

◯年金は老後だけではありません。
きちんと国民年金に加入し、しっかり保険
料を納めましょう。

国民年金は20歳から60歳になるまでの40年間加入
し、保険料を納めることによって65歳から満額の老
齢基礎年金が受けられます。
もし、この間に未加入期間や未納期間があると、

将来、老齢基礎年金が受けられなかったり、受け取
る年金額が少なくなったりします。
また、万が一の事故や病気などで障害が残ったと

きに、その障害の程度に応じて支給される障害基礎
年金が受けられなかったり、一家の働き手が不幸に
して亡くなったとき、残された家族に遺族基礎年金
が支給されないこともあります。
そうならないためにも、きちんと国民年金の加入

手続きをし、保険料を納めていくことが必要です。
加入手続き・保険料の納入方法など詳しくは、国

民年金担当窓口にお問い合わせください。

社会保険事務相談所開設日
○日時／10月17日c 13時～17時
○会場／中標津経済センター
問い合わせ／国民年金係（内線483）

☆国民年金保険料の納付は、
安心・便利・確実な口座振替・自動払込でY

寄
　
付

・
別
海
町

▽
㈱
三
共
工
務
店
（
西
春
別
）
▽
鈴
木

善
一
朗
さ
ん
（
上
春
別
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
翠
園

▽
鈴
木
一
義
さ
ん
（
上
春
別
）

・
社
会
福
祉
協
議
会

▽
吉
田
一
惠
さ
ん
（
上
春
別
南
町
）
▽

外
崎
テ
ツ
さ
ん
（
本
別
海
）
▽
十
河
一

郎
さ
ん
（
中
西
別
）
▽
別
海
・
中
春
別
・

上
春
別
・
西
春
別
・
計
根
別
農
協
女
性

部
一
同
▽
今
井
道
春
さ
ん
（
別
海
寿
町
）

▽
桐
島
實
さ
ん
（
別
海
常
盤
町
）
▽
中

村
ト
ミ
エ
さ
ん
（
本
別
海
）
▽
別
海
高

等
学
校
普
通
科
二
年
一
同

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10月1日は�
国勢調査�

　10月１日現在で、全国一斉に国勢調
査が行われます。�
　国勢調査は、日本に住んでいるすべ
ての人を対象として行うもので、行政
の基礎となる人口・世帯の実態を明ら
かにする国の最も基本的な統計調査で
す。�
　調査の結果は、国・都道府県・市区
町村において、福祉、雇用、防災、環
境など、私たちの身近な地域の基礎資
料となります。�
　９月下旬から10月上旬にかけて、調

査員が調査票の配布と
受け取りにうかがいま
すので、皆様のご理解
とご協力をお願いいた
します。�



べつかい歳時記�

編集／別海町役場　総務部　総務課　統計広報係�
〒086-0205 北海道野付郡別海町別海常盤町280番地�
1（01537）5-2111　FAX 5-0371

○まちの人口／17,186人（－63）　男／8,581人（－44）・女／8,605人（－19）　○世帯／5,881世帯（－23）　平成12年７月31日現在�

�

別海町ホームページ　http://www.aurens.or.jp/hp/betsukai/default.htm

9
SEP 2000                                   No.443

こ
の
広
報
紙
に
は
森
林
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
�

（　）は前月比�


